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Ⅰ． ヨハネとは？
パトモス島



■著者 …不記載。使徒ヨハネ？!

■宛先 …小アジアの教会？!

■執筆時期 …80年頃？!
エルサレム陥落後

■特徴 …ヨハネ福音書と共通
主はことば。光と闇の戦い

■目的 …異端(グノーシス)の警告
教会への励まし

ヨハネの手紙第一とは？

■
エルサレム

エペソ
■ タルソ

■

■
アンテオケ



■父はゼベダイ。兄はヤコブ。カペナウム出身。
12使徒。最年少。ペテロと双璧のリーダー。
ペテロ、ヤコブと山上で栄光のイエスを目撃。

■イエスの愛称は、｢雷の子｣。
兄弟で左右の座を要求し、メシアに叱責。
イエスの母マリアを義母に(ヨハネ19:26)。
母もイエスの弟子。復活の主を目撃。

■教会初期は、ペテロと共に宣教活動。
兄ヤコブは最初の殉教者に。
晩年、流刑地のパトモスで、黙示録を記す。

ヨハネとは？

パトモス島



Ⅰ．ことばなるメシア ヨハネの手紙第一 1:1～2



■創世記1:1～3
はじめに神が天と地を創造された。
地は茫漠として何もなく、闇が大水の面の上にあり、
神の霊がその水の面を動いていた。
神は仰せられた。
「光、あれ。」すると光があった。

神のことば 神の栄光



■ヨハネ福音書1:1～5
初めにことばがあった。ことばは神とともにあった。
ことばは神であった。
この方は、初めに神とともにおられた。
すべてのものは、この方によって造られた。造られた
もので、この方によらずにできたものは一つもなかった。
この方にはいのちがあった。このいのちは人の光で
あった。
光は闇の中に輝いている。闇はこれに打ち勝たなかった。

いのちのことば イエス・キリスト



序文 いのちのことば Ⅰヨハネ1:1
初めからあったもの、私たち*が聞いたもの、

自分の目で見たもの、じっと見つめ、自分の
手でさわったもの、すなわち、いのちのこと
ば*について。

＊使徒たちを代表して語るヨハネ
■世界の創造以前からおられた神が、

人となって来られた。
それが、いのちのことば*なる、メシア。

・



宣言 永遠のいのち Ⅰヨハネ1:2
このいのちが現れました。御父とともにあり*、

私たちに現れたこの永遠のいのちを、私たち
は見たので証しして、あなたがたに伝えます。

＊永遠のいのちとは、メシアご自身のこと
＊メシアは、天におられる神の御子
■主イエス・キリストを証しし、伝える。

クリスチャン最大の使命。存在意義。

・



Ⅱ．光の中を歩むなら ヨハネの手紙第一 1:3～10



啓発 キリストとの交わり Ⅰヨハネ1:3
私たちが見たこと、聞いたことを、あなたが

たにも伝えます。あなたがたも私たちと交わ
り*を持つようになるためです。私たちの交
わりとは、御父また御子イエス・キリストと
の交わり*です。

＊使徒との交わり＝キリストとの交わり
信者との交わり＝キリストとの交わり

■すべて福音を信じた者は、キリストの
からだなる教会の交わりに招かれている。

いのちのことばが、その礎
・



啓発 神は光 Ⅰヨハネ1:4～5
これらのことを書き送るのは、私たちの喜び

が満ちあふれるため*です。
私たちがキリストから聞き、あなたがたに伝

える使信は、神は光であり、神には闇が全く
ないということです。

＊喜びは、いのちのことばからあふれ出る。
■主イエスのことば ヨハネ 8:12 
「わたしは世の光です。わたしに従う者は、
決して闇の中を歩むことがなく、いのちの光
を持ちます。」

・



啓発 身が現す事実 Ⅰヨハネ1:6
もし私たちが、神と交わりがあると言いな

がら、闇の中を歩んでいる*なら、私たちは
偽りを言っているのであり、真理を行って
いません。

＊いのちのことば、神から離れている状態
サタンの支配下にある(使徒26:18)

■口伝律法への固執は主の裁きを招いた
｢ヨハ 3:19 そのさばきとは、光が世に来て
いるのに、自分の行いが悪いために、人々
が光よりも闇を愛したことである。｣

・



啓発 光の中を歩むなら Ⅰヨハネ1:7
もし私たちが、神が光の中におられるように、

光の中を歩んでいるなら、互いに交わりを持
ち*、御子イエスの血がすべての罪から私た
ちをきよめてくださいます。

＊信仰者同士の交わりも、信仰のもたらす実
交わりを拒絶する者は、救われてる？

■福音を信じて救われた瞬間、
キリストのからだの一部とされている。

信仰者＝交わりそのものが喜び・目的
偽善者＝自己目的のための交わり・手段

・



啓発 自分自身への欺き Ⅰヨハネ1:8
もし自分には罪がない*と言うなら、私たち

は自分自身を欺いており、私たちのうちに真
理はありません。

＊律法主義者やグノーシス派の主張。
…現代のスピリチュアルやリベラルも。

■自分の罪を否定するのが、罪人。
直面しても受け入れられない

罪の自覚が深まるのが、信仰の成長。
例)｢○○は罪ではない｣という主張が罪

・



啓発 罪の告白 Ⅰヨハネ1:9
もし私たちが自分の罪を告白するなら、

神は真実で正しい方ですから、その罪を
赦し、私たちをすべての不義からきよめ
てくださいます。

■罪の告白と赦しの原則 ダビデの告白
｢私は自分の罪をあなたに知らせ 自分の
咎を隠しませんでした。私は言いました。
『私の背きを【主】に告白しよう』と。
するとあなたは私の罪のとがめを赦して
くださいました。詩編32:5 ｣

・



啓発 偽る者 Ⅰヨハネ1:10
もし罪を犯したことがない*と言うなら、

私たちは神を偽り者とする*ことになり、
私たちのうちに神のことばはありません。

＊自分の罪を拒み、罪人と認められない。
罪を突きつけられる神を拒絶。

＊滅びに至る最悪の罪
■認罪なくして救いに至ることはない。

明らかにされた罪を拒み続ける者は、
救われてはいない。聖霊の内住はない。

・



Ⅲ．まとめと適用 永遠のいのちを生きるということ



｢御父とともにあり、私たちに現れたこの永遠のいのちを、
私たちは見たので証しして、あなたがたに伝えます。｣
❶永遠のいのちのことば …主イエスを証しし、伝える。

｢あなたがたも私たちと交わりを持つようになるためです。｣
❷交わり …信仰の兄弟姉妹の交わりを持つ

｢これらのことを書き送るのは、私たちの喜びが満ちあふれる
ためです。｣
❸喜びが満ちあふれる …いのちのことばと交わりによって

ヨハネの手紙の目的



■主の光のうちを歩むために必要なこと

❶主イエスの血できよめられる＝福音を信じる
❷キリストのからだなる教会・信仰の兄弟姉妹と交わる
❸示された罪は主に告白する。悔い改めつつ歩む

■まず、罪を認め(認罪)、福音を信じて救われ(義認)、

交わりの中で主に悔い改め、主を信じつつ成長していく(聖化)

主イエスを証し、交わり、喜ぶために

信仰の成長を促す、聖化の課程の手引き書が、使徒たちの手紙



■信じて救われた後も、こびりついている罪の性質がある。

クリスチャンも、罪を犯すことがある。

■真の信者と不信仰者との最大の違い 主の前での悔い改め

■罪を突きつけられ、打ち砕かれながらも向き合うことができる

永遠のいのち・救いの確信を与えられているからこそ!!

救われていなかったら、罪など恐ろしくて認められない。

悔い改めこそ、信者の特権



■人には、神の似姿として、良心が与えられている。
良心の促しに従い、罪を認めて、福音を信じよう

■信じた者には、主の御霊なる聖霊が住まわれている。
聖霊の促しに従い、主に告白し、赦しを得よう

■罪を認めるのは、本当に情けなく、みじめなこと。
プライドを手放して、主の愛の御手に委ねよう

主に信頼して、主に告白しよう

悔い改めにより、さらに深く味わわされる、主イエスの愛がある



■ペトロやヨハネ、使徒たちが伝えたいと切望した喜びは、
彼らが重ねてきた、罪と悔い改めの上にある。

■罪に気づかされることは、心貧しき者の幸いだ。
打ち砕かれるほどに、主の愛は私の内に染み渡る。
罪の意識の深まりから、感謝と喜びがあふれ出てくる。

★ 永遠のいのちを生きよう ★

悔い改めつつ、ただ主の愛に満たされていこう



■ヨハネの手紙第一 1:9

もし私たちが自分の罪を告白するなら、
神は真実で正しい方ですから、
その罪を赦し、私たちをすべての不義から
きよめてくださいます。

罪の告白と赦し



「天のお父さま。わたしの罪をゆるしてください
わたしは、神のみ子、主イエス・キリストが、

①わたしの罪を贖うために十字架で死なれ、
②墓に葬られ、
③三日目に復活されたこと、を信じます。

信じても、なお犯す罪に、御霊が気づかせてくださいます。
私は、永遠のいのちを信じ、主に委ねて告白します。
私の罪を赦し、打ち砕かれたこの身を、主の愛で満たしてください。
喜びと希望をもって、主イエスを証しし、伝える者としてください。
主イエス・キリストのみ名によって祈ります。 アーメン｣
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